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１．はじめに 

地球温暖化対策を目的とした温室効果ガスの削減への社会のニーズは，建設工事においても重要な課題とな

っている．「スマートサイトシステム」とは，最新の ICT（情報通信技術：Information and Communication 

Technology）を活用して，現場の各種設備の電力使用状況および省エネをリアルタイムに「見える化」すると

ともに，CO2削減に寄与する複数の技術を統合して一元管理することにより，CO2削減を図るものである．今

回，新東名高速道路鳳来トンネル工事に「スマートサイトシステム」を導入し，トンネル工事における適用性

について確認した．その中でも「省エネ監視システム」による使用電力量の削減は，東日本大震災後の厳しい

電力事情の中で工事現場の省エネ化（節電）に貢献できたものと考えている． 

２．「省エネ監視システム」のトンネル工事における適用状況 

「省エネ監視システム」は，工

事現場内の広範囲にある工事用各

種設備に無線センサを配備し，こ

れらの情報を無線ネットワークに

より現場事務所で一元管理する．

従来は工事全体の消費電力量によ

る管理が一般的であったが，各設

備毎の使用電力量がリアルタイム

に細かく把握できるので，無駄を

定量的に発見し，管理することで

省エネ化が可能となる． 

鳳来トンネルでは，吹付けコン

クリート用バッチャープラント，

濁水処理設備，換気設備，坑内照

明，切羽動力等に無線センサを配

備し（図－１），リアルタイムに使用電力量の測定管理を実施した．「省エネ監視システム」により把握した各

種設備の使用電力量の内訳から，換気設備の割合が全体の約５０％と高く，坑内仮設照明がこれに次いで高い

ことが判明し，これらを中心に省エネ（節電）対策を行った． 

３．トンネル工事における省エネ（節電）への取組み 

１）坑内環境に合わせた坑内換気量の調節 

最も使用電力量の大きい換気設備について，坑内環境に合わせて換気量を調節することで省エネ化（節電）

を試みた．トンネル工事では，発破直後の後ガス処理や吹付けコンクリート作業中には多くの換気容量が必要

である一方で，穿孔作業やロックボルト打設作業等では坑内の粉じんが比較的少ない時間帯が存在する． 
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そこで，粉じんが比較的少ない作業の時間帯では，

換気設備の換気量を定格の７０％で運転することで

換気設備の節電を実施した（図－２）．「省エネ監視

システム」により作業サイクル毎の換気設備の使用

電力量がリアルタイムで確認でき，節電効果の「見

える化」による管理が可能となり，導入前と比べて

換気設備の使用電力量を約１５％削減できた． 

２）坑内仮設ＬＥＤ照明の採用 

坑内の仮設照明には，トンネル全線にわたり新た

に開発したＬＥＤ照明を採用することにより使用電

力量を大幅に削減した． 

坑内用の仮設照明として開発したＬＥＤ照明は，

従来の水銀灯と比べて照度等に遜色はないが，１個当

たりの電力量は水銀灯の 500W に対し，ＬＥＤ照明は

70W と非常に少なくて済む．つまり，坑内照明設備

の使用電力量は従来と比べて約８５％削減すること

ができる． 

この坑内仮設ＬＥＤ照明を鳳来トンネル全線に採

用したことにより，温室効果ガスに換算するとその削

減量は 1,000tCO2 以上となる． 

３）その他の環境改善（省エネ）活動 

 「省エネ監視システム」から得られたデータ

を分析し，現場内の無駄をできる限り排除する

ことで更なる節電対策を展開した．節電だけで

はなく，ソーラーパネルを設置して太陽光発電

を行い，現場内での利用状況を「創エネ監視シ

ステム」による管理を展開した． 

また，トンネル掘削残土を運搬するダンプト

ラックには車両運行管理システム（ECO-DAS）

を採用し，エコドライブによる CO2 排出削減に

取り組んだ． 

４．まとめ  

鳳来トンネルではスマートサイトシステム導入により，工事全体の平均消費電力が導入前の 1300kW から導

入後は 950kW になり，約２７％の節電効果が得られた．これは，システム導入による直接的な省エネ削減だ

けでなく，省エネ活動の成果を把握できる「省エネの見える化」が現場一丸となって環境対策へ取り組むモチ

ベーション向上につながった結果と考えている． 

今後も，さらに各種現場への適用を図り，施工現場での標準的な CO2 削減技術として普及・展開を図って

いきたい． 
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写真－１ 坑内仮設ＬＥＤ照明 

図－３ 鳳来トンネル工事全体の節電効果 
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図－２ 換気設備の電力使用量 

坑内環境に合わせて換気出力を７０％に抑制 
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